
 

 

 

 

 今年４月に６年生に対して行われた「全国学力・学習状況調査」の結果について、三ツ沢小学校の分析結

果をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【国語】 

☆「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」の半数以上の項目において、全国平均・神奈川県平均を上

回っている。中には、大きく上回っている項目もある。一方で、課題となっている内容は、学校生活におけ

る他の教科領域の内容の課題とつながるものも多く、興味関心があることで学力の安定につながっている

ものと、そうでないものの差が大きい傾向が見られる。 

 

・「話すこと・聞くこと」について、問題の意図を捉え、自他の意見を比較して自分の意見をまとめることにつ

いては、全国平均を上回った。自分の考えをもったり、それを伝えるための話題を提示したりすることにつ

いて一定の成果が見られた。 

・「書くこと」に関する内容で、正答率は全国平均を２ポイント下回っており、必要な情報から自分の考えをも

つことについて、得意不得意の差が大きく出ていると言える。日々の授業においても、書けないことについ

て戸惑っている児童は多く、苦手意識が見られる。 

・「読むこと」については、全国平均・神奈川県平均と同程度の正答率となっている。登場人物の相互関係に

ついて、描写を基に捉えたり人物像や物語の全体像を具体的に想像したりすることについて課題が見ら

れる。 

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」では、ほとんどの項目において、全国平均・神奈川県平均を上回っ

た。中には、１０ポイント近く上回ったものあり、漢字を正しく使うことに成果が見られる。 

「児童質問紙」の生活習慣や学

習習慣に関する質問への回答

の全国平均との比較です。 

今回の全国・学力テストの「国語」

と「算数」の全国平均との比較で

す。 
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※内側の点線（      ）が全国平均です。 

「児童質問紙」の規範意識や自

己有用感に関する質問への回答

の全国平均との比較です。 

「児童質問紙」の国語や算数、

理科などの、教科への興味・関

心等に関する質問への回答の

全国平均との比較です。 



 

   自分の考えをまとめて表現することや読むことには課題が見られたが、その他は全て全国平均・神奈川

県平均を上回った。一方で、苦手意識から、問題そのものに向き合うことができていないことへの課題も見

られた。文章の中から図や表、語や文などの必要な情報を見つけ、作者の意図にせまるような授業展開

の工夫を考えていきたい。また、めあてとふり返りを丁寧に行い、友達の意見を聞き合うことで自分の考え

を深められるような場の設定をしっかりと行いたい。漢字に関しては、小テストや家庭学習に一定の効果が

感じられるので、今後も継続していく。 

 

【算数】 

☆「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」の観点において、全国平均、神奈川県平均をともに上回ってい

る。学習指導要領の領域では、「図形」「変化と関係」において、全国平均、神奈川県平均をともに上回っ

ている。また、無回答率は全国平均、神奈川県平均と比較すると低い傾向にある。 

 

・「数と計算」では、示された日常生活の場面を解釈し、小数の加法や乗法を用いて、求め方と答えを式や

言葉を用いて記述する問題については、全国平均を 7.5 ポイント下回った。 

・「図形」では、正方形や正三角形の意味や性質に関する問題が全国平均を 4～7 ポイント上回った。 

・「変化と関係」では、百分率で表された割合に関する問題が全国平均を 10 ポイント上回った。 

・「データの活用」では、二次元の表から条件に合う数を読み取ることに課題が見られた。 

 

   選択式・短答式で答えを問われる問題については、正答率が高い傾向にある。一方で、記述式の問題

については正答率がやや低い傾向にある。これらのことから、百分率で表された割合や図形の性質など

について知識や技能は定着しているものの、自分の考えた解法について式や言葉を用いて説明すること

に苦手意識が見られる。今後の学習活動では、授業内での練習問題や計算スキルなどで繰り返し問題を

解くことで知識や技能の更なる定着を図るとともに、自分の考えを記述したり、話し合ったりする活動を充

実させて記述する力の育成に努めたい。 

 

【児童質問用紙】 

 児童質問紙の結果からは、生活習慣に関する質問項目で全国平均よりも高く、自己有用感は全国平均と

同じ結果となった。 

 生活習慣の中でも食事や睡眠時間に関してはご家庭での日頃の声かけが結果に表れているといえる。ま

た、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」という項目や「日本やあなたが住んでいる

地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらいたいと思いますか」という項目で、全国平均より約５％高

い結果となっている。友達や地域の人たちとの関わりの中で自己有用感を育み、表現していきたいと思える

ようになってきていると考えられる。 

 一方で「学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでい

ますか」という項目については、約５％全国平均よりも低い結果になっている。今後は、最後までやり遂げる

ことができたという達成感を味わったり、失敗することを恐れずに挑戦したりすることができる経験を積める場

を設定していきたい。 


